
 

 

 

 

 

 

 

【1学期後半が始まりました】 

それぞれに充実した夏休みを過ごした子供たちが，学校に戻ってきました。どの子も，

心身ともに一回り大きく成長したようで，たくましさを感じました。 

子供たちは，様々な作品を持参して登校しました。それぞれの表情には作品作りをやり

遂げた満足感が感じられました。これらの作品を各種コンクール等に出品するために整理

してくださる作業を，今年度も地域協議会の呼びかけにより，PTAを中心としたボランテ

ィアの方々にご協力をいただきました。誠にありがとうございました。 

９月は，１学期のまとめの時期となりますので，学校での学習や生活を充実させ，一人

一人の学びを大切にしていきたいと思います。 

〔水ボラさんの掲示物〕   今回は，『となりのトトロ』です。とてもかわいらしい掲示物を作成し 

てくださいました。 
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石井小学校だより 「豊かな心，楽しい学校，地域で育つ子供たち」 

           

 

                                                                                           

  学校電話の自動音声応答の時間が変わります。 

～宇都宮市教育委員会より～ 

日頃より本市教育活動に温かい御支援を賜り，深く感謝申し上げます。夜間休日等の学

校への電話連絡につきましては，皆さまのご理解のもと，自動音声応答を導入しておりま

すが，教職員の働き方改革をさらに推進するため，二学期（10/16）より，原則として，勤

務時間外は自動音声応答とさせていただきます。 

（本校の勤務時間は 8:10～16:40ですが，朝は 7:45に解除いたします） 

※本趣旨に鑑み，緊急時以外は，時間外の来校も御遠慮願います。 

※児童生徒の生命・安全に関わる緊急事案につきましては，警察や消防に通報後，教育委

員会緊急電話(632-5115)まで御連絡ください。 

※「校外行事等の欠席連絡を早朝に指定している場合」や，「学校からの電話に対する折り

返しをお願いしている場合」等は，自動音声応答の時間を変更することがあります。 

◆電話の折り返しをお願いする場合，本校は職員から〇時〇分頃まで自動音声対応にせ

ずに待つ旨，メッセージに残させていただきます。折り返しが間に合わなかった場合

は，翌日に対応させていただきます。 



【９月は「いじめゼロ強調月間」です】 

 子供たち一人一人が笑顔あふれる学校生活を送るこ

とができるように，学校ではいじめ撲滅を目指し，「い

じめに関するアンケート」や「いじめゼロ標語作成」「い

じめゼロ集会」などを実施し，実態把握や児童のいじめ

防止の意識を高めることに努めています。 

 各学級で作成した「いじめゼロ標語」は校舎２階東通

路に掲示しておりますので，来校時にご覧ください。 

【 交通安全教室 】 

9月２日に，全校児童が上学年・下学年に分か

れて，交通安全教室を行いました。 

栃木県生活文化スポーツ部くらし安全安心課

の方から，歩行での道路横断上の注意や自転車乗

車時のルールとマナー，自転車シミュレーターに

よる正しい自転車の乗り方などを教えていただ

きました。 

交通ルールをしっかり守り，自らの命を守ろう

という意識を高めました。 
【笑顔で元気よく！あいさつ運動】 

9月８日～１２日のあいさつ週間に，児童会に

よる「あいさつ運動」が行われました。 

児童の登校時刻に合わせて，5・6年の運営委

員と６－１スマイル配達員の児童が西門付近に

のぼりをもって立ち，「おはようございます！」

と，笑顔で明るい挨拶を交わしていました。 

これをきっかけに，日頃から挨拶の声が響き渡

る学校になっていくことを願っています。 

【動植物に触れ合う機会を 「昆虫館」「水族館」「植物園」】 
子供たちが本物の動植物に触れ合うことができるよう，校舎内廊下に

「いしい昆虫館」・「いしい水族館」・「いしい植物園」が設置されていま

す。 

「昆虫館」と「水族館」は南校舎 1階にあり，クワガタのオス・メス

やスズムシ，ミッキーマウスプラティなどが飼われています。現在，南

校舎 1階廊下では，スズムシの美しい鳴き声が響き渡っています。 

 「植物園」は，2 階東側通路にあります。顕微鏡に葉を乗せるだけで

簡単に気孔が観察できる「トラディスカンティア」や，開い

ている葉に触れるとあっという間に閉じてしまう「オジギソ

ウ」などを育てています。 

 季節に応じて触れ合える動植物を変えながら，子供たちが

より多くの動植物を身近に感じられるよう，環境を整えてい

ます。  


